









































Expression Method of Drama by the Effect of Light
































































































































平成 24 年度には、10 月に中京幼稚園において
「ブレーメンの音楽隊」（写真 10）を、2月の保育










写真8 「アニマルファンタジー」1 写真10 「ブレーメンの音楽隊」

















写真12 「スイミー」2 写真15 「エリック・カールの世界」2
写真13 「スイミー」3 写真16 「エリック・カールの世界」3
写真17 「エリック・カールの世界」4
写真14 「エリック・カールの世界」1






会では、「クレヨンのくろくん」（写真 18. 19. 20）
をブラックライトシアターを取り入れた大形の
ペープサートで行っている。クライマックスの
シャーペンがスクラッチという技法で、真っ黒の
画面を削り出して色鮮やかな花火を描いていく場
面をブラックライトによって輝かせ、効果を出す
試みをした。やはり花火の画面は、縦約 3メート
ル、横約 10 メートルの大きなものであったが、
前年の経験から黒のビニールの素材に色鮮やかな
蛍光塗料を塗った障子紙を張り付けることによっ
て制作した。出来た大画面を竹の棒に巻き付け、
演じる時に順に開いていくという方法により、比
較的容易に制作し、上演することができた。
Ⅳ．おわりに
10 年にわたって行ってきた総合表現における
劇制作について振り返ると、様々な方法を用いて
劇の演出、効果を想定して試行錯誤を繰り返して
きた。とくに影絵劇やブラックライトシアターに
おいては、光の効果を想定して劇の演出や制作を
学生とともに行い、その面白さと発表会で実践で
きた達成感も感じることができた。そしてこの授
業、発表を通じて、学生の表現力はもちろん主体
性、協調性、貫徹力など社会人として必要とされ
る多くの力も育まれたと考える。
課題としては、計画的になかなか進めることが
できなかった点であり、どうしても間際になって
学生共々発表に漕ぎ着けるという状況である。ま
た大きなホールでの発表は、達成感も得られる
が、学生共々そのための様々な負担は大きく、
もっと気軽に楽しめる劇遊びというような形で発
表ができる方法も検討する必要があると考える。
今後は、より魅力ある劇の表現方法の提案と学
生が主体的、計画的に様々な劇遊びを展開できる
よう支援していきたい。
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